
婦人科開腹手術を受ける方へ

患者氏名　                                                    　様
特記事項：

症状　：　月経困難　過多月経　不正性器出血　下腹部痛　腹部膨満　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

入院期間　：　約１０日間約2週間

外来 手術当日（術前） 　手術当日（術後） 術後1日 術後2日 術後3日 術後4日 術後5日 術後6日 術後7日～退院

/ / / / / / /

検査・治療 ●血液検査 ●身長・体重測定 ●手術部位の除毛をします ●手術衣に着替えます ●手術後、尿の管が入っています ●トイレまで歩行できたら ●血液検査 ●7日目に退院診察

　・処置 ●胸腹部レントゲン ●血圧、検温測定 　尿の管を抜きます   を行います   を行います

●心電図 ●20時に下剤の内服があります ●手術前より ●血液検査を行います ●退院日は症状で

●肺機能検査 ●リストバンドを装着します 　コンプリネットを履きます ●抜鈎を行います 　決定します

●尿検査を行います ●血圧、検温測定 ●傷の状態をみます

●手術後、酸素吸入をします

●手術後心電図のモニターのシール

    をつけます

薬剤 ●点滴を始めます（左手）

（食事がしっかり摂れるまで）

●抗菌薬の点滴を行います

●終了後、抜針します

安静度 ●病院内を自由に行動できます ●病棟内を自由に行動 ●ベッド上安静 ●病棟内は歩行可能です ●自由に行動でき

　できます 　帰室後寝たままで向きを変えていた （最初の歩行は看護師と 　るようになります

　だいて構いませんが介助させていだ 　　　　一緒に歩行します） 　（病院内）

　きます

全身管理 ●入院後に検温を行います ●手術後、15分毎（4回）・30分毎（2回）に●1日に4回検温に ●1日に3回検温に ●1日に3回検温 ●1日に1回検温

●マニキュアはとって下さい 　検温し、その後1-2時間毎になります 　  伺います 　   伺います 　  に伺います(昼) 　に伺います（昼）

●身長・体重を測定します （朝・昼・夜）

●爪は短く切っておいてください

清潔 ●シャワーができます ●除毛後シャワーしておいてください ●タオルで全身を拭き更衣 ●タオルで全身を拭き ●全身シャワー浴が

　します 　ます 　可能になります

●洗面は介助します ●介助にて洗髪がで

　きます

栄　養 ●普通食です ●夕食まで普通食です ●絶飲食です ●全粥・五分食になります ●全粥・軟食になります●米飯・普通食になります

　　制限はありません ●麻酔医による診察の結果で ●朝より飲水できます

　絶飲食の時間がかわります

説明・指導 ●手術について説明 ●オリエンテーション ●薬剤師の服薬指導があります ●手術室に入室する時刻 ●薬剤師の ●退院指導を行います。

　教育 　があります ・病棟案内 ●手術室看護師が訪問します 　　　　　　　時　　分ごろの予定 　服薬指導があり 　 退院後の日常生活

●手術の必要物品 ・手術前後の経過 ●手術衣・手術帽・コンプリネットを 　ます 　 について説明します。

　　ナプキン ・入院までの経過や症状 　 お渡しします ●家族の方は手術中B棟ホールあるいは病室でお待ち下さい

　　Tパンツ 　など伺います　 ●手術室に持っていくもの ●手術中は棟内を所定の場所から離れる際はナースステーションへ ●次回の外来受診は

　（手術・検査の同意書） 　　ナプキン、Tパンツ 　連絡下さい 　　　　月　　　日です

　※Tパンツ ●手術後、ご家族の方に説明がありますのでご案内します

　（売店にあります） ●手術が終わったら、しっかり深呼吸をして下さい

●痛みがある場合は我慢せず看護師にお知らせ下さい
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退院基準：・創部痛が自制内で経過する　　・入院前と同様に身の回りのことができる　　・創部が問題なく、術後合併症を起こさない

入院・術前日

/

　 病名　：　子宮筋腫　子宮腺筋症　付属器腫瘍（右／左）　子宮体癌　子宮頸癌　卵巣癌　その他（
）

コンプリネッ

ト説明

血栓予防の

ために
弾力ストッ
キングを履
いてもらい
ます。


